
（提案書別紙８）
オープン API の要件化に係る確認事項
該当研究課題のみ提出

トラクター、コンバイン又は田植機の導入等（購入、リース、レンタル）を希望する場合は、以下の「参考」をご確認の上、希望する農機のメーカーの状況についてチェック（黒色（■）にする）してください。

・　導入を希望する農機のメーカーが、自社 web サイトや農業データ連携基盤への表示等を通じて、データを連携できる環境を

□整備している　　　　　　 □整備していない



（参考）
APIを自社webサイトや農業データ連携基盤への表示等を通じて、データを
連携できる環境を整備している農機メーカー
（令和７年11月時点農林水産省調べ、五十音・アルファベット順で記載）
国内メーカー：井関農機株式会社、株式会社クボタ、三菱マヒンドラ農機
株式会社、ヤンマーアグリ株式会社
海外メーカー：AGCO Corporation(Fendt、MASSEY FERGUSON、Valtra）、
CLAAS KGaA mbH、CNH industrial N.V（Case IH, New Holland, Steyr）、
Deere & Company(John Deere)、SDF group(SAME、DEUTZ-FAHR、Lamborghini)


※ 「整備していない」にチェックがついた場合は、採択が決定した際に、整備しているメーカーの農機に変更いただくか、導入を希望する農機でなければ事業目的を達成できない旨を別途証明いただく等の対応が必要になりますので、ご承知おきください。
[bookmark: _Hlk220960387]　　なお、「整備していない」にチェックした場合でも、導入を希望するトラクター、コンバイン、田植機のメーカーが農機データを取得するシステムを備えた製品を製造していない場合は、メーカーの変更等の対応は不要です。
